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2……ふるさとい～な
3……アドバンスコープADSホール催物、国津の杜の行事
4……やなせ宿催し、「皇學館大学ふるさと講座」受講者募集

　

約
３
４
０
年
前
に
作
ら
れ
た
「
新
田
水
路
」
で
運
ば
れ
る
水
は
、
現
在
も
、
新

田
地
区
の
米
作
り
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
号
で
は
、「
新
田
水
路
」
が
作
ら
れ
た
歴
史
的
背
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま

た
、
現
在
も
水
路
を
守
る
、
新
田
区
水
利
組
合
の
堀
川
秀
昭
組
合
長
に
、
日
ご
ろ

の
維
持
管
理
や
、
新
田
水
路
に
対
す
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　

名
張
市
の
北
東
部
地
域
を
「
美み

は
た旗
」

地
区
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
「
美

旗
」
と
い
う
地
名
は
、
明
治
の
町
村
制

 

総
務
室
市
史
編
さ
ん
担
当　
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「
新
田
開
発
」

「
新
田
開
発
」  

市
史
だ
よ
り
×
広
報
な
ば
り 

合
同
企
画 

２
ペ
ー
ジ
に
は
、
新
田
区
水
利
組
合
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

施
行
に
よ
り
で
き
た
「
美み

の
は
た
む
ら

濃
波
田
村
」

か
ら
き
て
い
ま
す
。
美
濃
波
田
と
い
う

村
名
は
、
新
田
地
区
の
古
地
名
で
あ
る

「
美み

の
は
ら

濃
原
」
と
「
小お
ば
た
波
田
」
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
「
美

濃
原
」
と
い
う
地
名
は
非
常
に
古
く

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
も
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
旗
地
区
と
言
え

ば
、
美
旗
古
墳
群
（
国
史
跡
）
が
有
名

で
す
が
、
こ
の
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ

て
い
る
一
帯
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
持

統
天
皇
３
年
（
６
８
９
）
の
条
に
「
美

濃
原
の
禁き
ん
や野
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
禁
野
」
と
は
、
皇
室
の
狩
猟

場
も
し
く
は
薬
草
の
採
集
地
と
し
て
守

護
人
を
置
い
て
、
一
般
の
立
ち
入
り
を

禁
じ
た
場
所
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
古
代
に
お
い
て
は
、
大

和
朝
廷
の
直
轄
地
と
し
て
保
護
さ
れ
、

ま
た
、
小
波
田
川
の
右
岸
に
広
が
る
河

岸
段
丘
の
丘
陵
地
帯
で
未
熟
な
か
ん
が

い
技
術
で
は
開
墾
が
難
し
い
と
い
う
地

形
的
な
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
長
く
原
野

と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江

戸
時
代
、
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
藤
堂

藩
が
新
田
開
発
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　

今
か
ら
約
３
６
０
年
前
の
承し

ょ
う
お
う応
３
年

（
１
６
５
４
）
に
上
野
に
い
た
加
判
奉

行
加
納
藤と

う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
直
盛
は
、
同
役
の
三

浦
少し

ょ
う
の
す
け

之
介
と
と
も
に
美
濃
原
と
も
小
波

田
野
と
も
よ
ば
れ
た
原
野
の
開
拓
を
立

案
し
、
津
の
二
代
目
藩
主
藤
堂
大だ

い
が
く
の
か
み

学
頭

高た
か
つ
ぐ次の
許
可
を
得
て
、
翌
年
か
ら
土
木

技
術
者
の
家
臣
西
島
八
兵
衛
の
指
導
の

も
と
に
新
し
い
村
づ
く
り
に
着
手
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
か
ん
が
い
用
と
し
て
当

初
は
滝
之
原
村
内
に
大
池
を
、
上
小
波

田
村
内
に
東と
う
の
は
ざ
ま
い
け

ノ
狭
間
池
を
築
造
し
て
水

利
の
便
を
整
え
ま
し
た
。
滝
之
原
の
池

は
今
「
池
底
」
と
い
う
字あ

ざ
め
い名
を
と
ど
め

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
東
ノ
狭
間
池
は

今
も
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

一
連
の
工
事
に
は
、
名
張
藤
堂
家
領
の

村
々
や
上
野
を
は
じ
め
伊
賀
国
内
か
ら

延
べ
２
万
２
９
０
０
人
が
動
員
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
誕
生
し
た
伊
賀
郡
新
田
村

は
、
近
隣
か
ら
の
移
住
者
が
入
植
し
、

一
時
は
戸
数
２
百
軒
を
数
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
分
、
地
力
に
乏
し
い
開
墾

地
で
あ
り
、
村
方
の
借
金
も
生
じ
、

加
え
て
池
の
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
大
阪
の
豪
商
安
井
九
兵

衛
の
出
資
を
受
け
開
墾
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
く
の
で
す
が
、
明
暦
４
年

（
１
６
５
８
）
に
は
用
水
源
で
あ
っ
た

東
ノ
狭
間
池
の
堤
防
が
切
れ
、
小
波
田

本
田
が
冠
水
、
新
田
村
の
御
蔵
（
年
貢

用
）
や
庄
屋
屋
敷
が
流
失
、
開
拓
の
功

労
者
で
あ
る
加
納
直
盛
が
延
宝
元
年

（
１
６
７
３
）
に
病
死
、
延
宝
３
年
に

は
大
池
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
大
被
害
が

生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
梅

雨
時
の
こ
と
で
、
こ
の
延
宝
３
年
の
水

難
を
受
け
て
、
前
年
に
父
の
後
を
継
ぎ

加
判
奉
行
に
就
任
し
て
い
た
加
納
直な

お
か
た堅

が
指
揮
を
と
り
、
池
の
修
復
を
行
う
の

で
は
な
く
、
新
た
な
水
利
工
事
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
に
残
る
新
田

水
路
な
の
で
す
。

　

太
郎
生
の
尼
ケ
岳
に
発
す
る
水
を
、

高
尾
の
出
合
で
取
水
し
て
、
小お

ご

ち
川
内
・

川
上
・
羽
根
を
経
て
新
田
へ
通
じ
る
近

隣
で
は
類
を
見
な
い
約
14
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
る
水
路
の
築
造
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
新
田
水
路
の
工
事
に
つ

い
て
は
史
料
が
少
な
く
、
詳
し
い
こ
と

は
、
分
か
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が

約
２
年
の
歳
月
を
費
や
し
延
宝
５
年
ご

ろ
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
田
地
区
の
生
命
線
で
あ
る
水
路
の

難
工
事
は
、
地
元
で
は
直
盛
、
直
堅
の

お
か
げ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
田

水
路
が
完
成
し
た
三
年
後
、
不
幸
に
し

て
直
堅
は
、
天て

ん
な和
元
年
（
１
６
８
１
）

備
中
（
岡
山
県
）
石
塔
山
銅か

な
ほ
り堀
事
件
に

か
か
わ
っ
て
切
腹
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
新
田
の
人
々
は
、
こ
の
父
子
二

代
に
わ
た
る
村
の
創
設
と
用
水
の
確
保

に
永
世
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
崇
敬

の
念
を
持
ち
続
け
、
加
納
父
子
の
遺
徳

を
し
の
ん
で
享
保
16
年
（
１
７
３
１
）

に
「
加
納
大
明
神
」
と
し
て
加
納
神
社

を
創
建
し
ま
し
た
。
新
田
地
区
と
同
地

区
の
水
利
組
合
は
今
も
毎
年
11
月
７
日

に
伊
賀
市
の
大だ

い
ち
ょ
う
じ

超
寺
に
あ
る
直
盛
の
墓

前
に
詣
で
、
加
納
神
社
の
霊
前
に
感
謝

の
念
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』 

に
も
記
述
さ
れ
る
「
美み

の

は

ら

濃
原
」

約
３
６
０
年
前
、
藤
堂
藩
が

新
田
開
発
に
乗
り
出
す

池
に
変
わ
る
新
た
な
水
利
工
事

約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
築
造

村
の
創
設
と
用
水
確
保
に

現
在
も
感
謝
の
念
を
捧
げ
る

人口と世帯数
8月1日現在　（　）は前月比

人口　81,754 人（＋ 23人 )　　男　39,568 人 （＋ 6人）　女　42,186 人（＋ 17人）　世帯数　32,847 世帯（＋ 46世帯）

用水確保に尽力した加納親子の遺徳を
しのんで創建された「加納神社」「新田文書」（市立図書館蔵）


